
水稲の主要除草剤の薬害発生程度

1．試験のねらい

　　水稲の除草剤の効果については、除草剤の適用性試験の中で詳しく調査されているが、薬害に

　ついての報告は少ない。また土壌の違いや、除草剤申の成分別に調査した事例は少ない。そこで

　現場での除草剤の普及の資とするため、水稲の主要な除草剤について薬害の発現の仕方、発生程

　度を土壌別に、また含有成分単剤の試験も組み合わせて調査した。

2．試験方法

　　試験は昭和59年から61年の3年間に、5，OOO／aポットに1株4本植の水稲を5月中旬に3

　株移植し、除草剤は規定量の2倍および6倍量を各薬剤の規定の時期に処理して薬害程度を調査

　した。供試薬剤、成分、処理土壌及び処理年次は表一1のとおりである。薬害の種類は観察で、

　薬害の程度は移植後30日に草丈、茎数及び乾物重（昭和61年）を調査した。なお試験は1区

　1ポットを2反復で実施した。

3．試験結果および考察
　　3年間の試験を通して観察された、薬害の種類については表一2に、薬害の程度については単

　剤と混合剤から推定して成分別に、茎数および乾物重に影響した程度を表一3に示した。

　（1）薬害の種類については、単剤の初期剤ではジフェールェーテル系、特にモーダウンの葉鞘褐

　　変と酸アミド系、特にマーシェヅトの生育抑制および分げつ抑制が目立った。またソルネット

　　では株開張が大きく、DPX－84では茎および葉身が細くなり、ソルネット、MO、モーダウ

　　ンで根が細くなった。単剤の中期剤ではカ・バメート系のオードラム、ベソチオカープの生育

　　押制、分げつ抑制とクレマートの株開張が目立っ旭混合剤の初期剤ではショーロンMの葉鞘

　　褐変、クpアバードの分げつ抑制が目立っれ葉鞘褐変はジフェニールェーテル系、分げつ抑

　　制はメフェナセヅトによるものと推察された。混合剤の中期剤ではマメットSMで全般に薬害

　　が多く、セスPソでは分げつ抑制と株開張、ピリヵ一ナでは葉枯れと株開張が目立った。ヵ一

　　バメート系のモリネート、ジメピベレートによると考えられる。一発剤ではクサカリン、オー

　　ザ、ワソオールの葉枯れ、生育抑制、分げつ抑制が、またヨ・トルの葉の奇形、生育抑制、分

　　げつ抑制、ザーク17の葉鞘褐変、リードゾンの分げつ抑制、株開張が目立っれこれらは酸

　　アミド系およびメフェナセットによると推察される。

　（2）薬害の量を成分別にみると、初期剤及び’発剤で茎数および乾物重（葉、根）に影響の大き

　　かったのは、酸アミド系除草剤でブタクP一ル＞プレチラクp一ル＞メフェナセヅトの順であ

　　った。メフェナセットは濃度差が大きく、高濃度で薬害程度が大きかった。酸アミド系除草剤

　　は処理時期が早いと（移植後3目）黒ポク土での薬害が大きく、処理時期が遅くたると沖積土

　　での発生が多い傾向がみられた。ジフェニールェーテル系で薬害が大きかったのはクPメトキ

　　シニルであった。DPX－84も高濃度で茎数、乾物重が減る傾向がみられ旭土壌別では黒ボ

　　ク土では2倍量でも薬害が発生するが沖積土では2倍量では比較的少なく、6倍量で多く濃度

　　差が大きかった。中期剤で臥モリネート、ベンチォヵ一プ、ジメピベレートなどのヵ一パメ

　　ート系、ピペPホス、プタミホスなどの有機リン系、シメトリソ、ジメタメトリン、プロメト

　　リンなどのトリァジン系およびMCPエチルであった。土壌の違いについては2倍量では黒ボ

　　ク土での薬害の発生が多い傾向がみられたが、6倍量では全般に沖積土で多い傾向がみられた。

4．成果の要約

　　水稲の主要な除草剤の薬害の種類および程度を調査した。除草剤を成分で整理すると、酸アミ

　ド系、カーバメート系、有機リソ系およびメフェナセットなどの薬害が大きかった。土壌による
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薬害発生程度の違いもみられた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊＊（担当　作物部　山口正篤・栃木喜八郎・青木岳央　） ＊現普及教育課、＊＊現足利普及所．

表一王供試薬剤、成分・濃度及び試験年次・僕試土壌
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表一2　各薬剤の薬書の種類（定性・観察）

薬害の種類

、・の・ ’、 ・・一れ鰭ラ 生去　　1　｝　　訓　　コー
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表一3　各薬剤（成分）の無処翠区比の量的薬害程度

黒ポク土 沖積土

薬剤の分類 成分名 茎数 乾物重 根乾物重 茎数 乾物重 根乾物重

＊2＊6 ＊2＊6 ＊2＊6 ＊2＊6 ＊2 ＊2

ジフェニールェーテル CNP ・　　　　　　　　　　　　　一

一 ． 一　　△ 一　　　　　　　　　　　　　一

系 クロメトキシ助
■　　　　　　　　　　　　　一

一 △ 一　　　　　　　　　　　　　・ 一　　　　　　　　　　　　　一

ヒフェノックス
・　　　　　　　　　　　　　一 △ △ △　　△ 一　　　　　　　　　　　　　一

ヒラヅー屑ミ ヒラソレート
■　　　　　　　　　　　　　一 i ■ ■　　　　　　　　　　　　　一 ■　　　　　　　　　　　　　一

ヒラヅキシフェン
一　　△ 一 ■ ・　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　■

ペンヅフェナソプ
一　　　　　　　　　　　　　一

■ 一 △　　一

酸アミド系 プタクロール

O◎● △o ● O●● △◎　● O ◎
プレチラクロール O◎◎● △ △◎ △O◎● 一一◎o ◎ o
ブロモブチド

一　　　　　　　　　　　■ 一 一 一　　△ 一　　　　　　　　　　　・

アニリン系 メフェナセヲト 一　〇◎ 一△O◎ 一△◎ 一〇◎ 一△ △◎

カーパメート系 剖ネート 一△△O 一 一△ 一△△O △　o ・ △
ペンチオカーブ

O　◎ 一 一 △　　一 △O　O 一〇 一〇
ジメヒペレート

一　　△ 一 一△ △　q △ ■ △

有機リン系 ヒペロホス 一　△◎ 一 △ 一　　△ 一　●
プタミ棚 一　● 一 O 一　⑧

wジン系 シメ”ン 一　◎ 一△△O
・

ジメタメトリン

一　◎ i　　　　　　　　　‘

プロメトリン △　◎ 一 一 O　△ 0　0
ウレア系 ダイムロン

■　　　　　　　　　　　　　・

‘ 一 一　　　　　　　　　　　　　一 一　　　’　　　　　■

ペンスルフロンメチル
・　　　　　　　　　　　一 一 △ 一　〇 一　　　．　一 △？ O？

フェノキシ系　　？ ナプロアニパ
一 一 ・ 一

■　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　‘

■ 一

MCPB ・ 一 一 ・ △　　△ △　　△
フェノチオール

一 O？ 一 一 一　〇？
MOPエチル △ △ ◎　◎

ヒリミジン系 ペンタヅン 一　　△ ■ 一 一’　△ 一　　　　　　　　　　　■

キノン系 ACN △　　△ ・　　　■　　　　　　　一

根乾物重

（注）●無処理区比40％未満、◎40～60％、060～70％、△70～80％、一80％以上

　△O：△～O、空白は試験データなし。処理データが複数ある場合は平均
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